
（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

「鳥取市中心市街地活性化基本計画」に定める中心市街地の区域の居住人口(社会増減数平均をプラスとする)

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 022300 重点施策 まちづくり

事務事業名 街なか居住推進事業 所属名 都市整備部　中心市街地整備課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 全期

政策 02 交流の拠点となるまちづくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3203 中心市街地の活性化

事業分類区分 ソフト(任意)

中心市街地における歩行者・自転車通行量（平日） 17,600人 18,400人 運営方法 直営

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

中心市街地の居住人口（社会増減数） 0人 0人

中心市街地新規開業数 0店舗 100店舗

対象
（何を、誰を）

中心市街地への居住希望者、空き家・低未利用地の有効利用を希望する所有者など

意図
（どのような状態
にするために）

中心市街地の空き家や低未利用地などの既存ストックの利活用の促進と転入施策の強化により、新規居住者の増 
加を図る。 

手段
（どうするのか）

住宅供給に関する総合的な相談窓口の設置や街なか居住に関する情報発信、新規居住者に対する支援などを行う 
。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 街なか居住推進事業費 予算事業コード 01-02-01-07-35-03

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①空き家改修支援 
②居住モニターによる 
情報発信 
③総合相談窓口の設置 
④アドバイザー派遣支 
援

①空き家改修支援 
②居住モニターによる 
情報発信 
③総合相談窓口の設置 
④アドバイザー派遣支 
援 
⑤大学と連携した既存 
ストック実態調査

①空き家改修支援 
②居住モニターによる 
情報発信 
③総合相談窓口の設置 
④アドバイザー派遣支 
援 
⑤居住体験施設の整備 
・運営

①空き家改修支援 
②居住モニターによる 
情報発信 
③総合相談窓口の設置 
④アドバイザー派遣支 
援 
⑤居住体験施設の整備 
・運営

①空き家改修支援 
②居住モニターによる 
情報発信 
③総合相談窓口の設置 
④アドバイザー派遣支 
援 
⑤居住体験施設の整備 
・運営

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①空き家改修支援 
②居住モニターによる 
情報発信 
③総合相談窓口の設置 
④アドバイザー派遣支 
援

①居住モニターによる 
情報発信 
②総合相談窓口の設置 
③大学と連携した既存 
ストック実態調査

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 6,102 3,986 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 9,712 7,646 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 3,030 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 3,610 3,660 0 0 0

0 0

一般財源 3,072 3,986 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.50 0.50 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

【KPI】中心市街地居住人口(社会増減数)

人
目標 1 1 1 1 1

実績 60 38 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】中心市街地整備課 0857-20-3278 
 
【１０次総の施策体系】3203 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１８８（都０１８） 
 
【事業の概要】 
　平成２５年３月に策定した第２期鳥取市中心市街地活性化基本計画（平成２５年４月～ 
平成３０年３月）では、「街なか居住の推進」を基本方針とし、既存ストックの利活用の 
促進と転入施策の強化により、新規居住者の増加を目指している。 
　住まいに関する総合的な相談窓口の設置や街なか居住に関する情報発信、新規居住者に 
対する支援などを行うことにより、中心市街地への転入促進を図る。 
 
【事業の成果】 
○住まいに関する総合相談窓口の設置 
　・住まいの情報ネットワークの運営 
○居住者による街なか暮らしの情報発信 
○街なか居住推進のための公的支援 　　　　　平成27年度　平成28年度　平成29年度 
　・街なか居住推進アドバイザー派遣　　　　　　１件　　　　２件　　　　０件 
　・鳥取市街なか住宅取得事業利子補給金　　　　６件　　　　６件　　　　３件 
　・鳥取市街なか空き家改修支援事業補助金　　　０件　　　　２件　　　　０件 
 
【今後の課題・方向性】 
　居住人口は横ばいで推移しているものの、エリアによっては人口減少が著しい。また、 
少子高齢化が全市域に比べ進展しており、地域のコミュニティ機能の低下が懸念されてい 
る。これらを踏まえ、「鳥取市中心市街地活性化基本計画」（第３期計画　平成30年4月 
～平成35年3月）に基づき、目標とする「若年層のまちなか暮らしの促進」につながる施 
策を展開する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
【KPI】中心市街地居住人口(社会増減数)

6000% 3800%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

第２期鳥取市中心市街地活性化基本計画では、街なか居住の推進を柱の一つとしていた。中でも情報発信は重要なところであり、住まいの
総合相談窓口（住もう鳥取ネット）のほか居住モニターを設置し、街なか暮らしの情報発信を積極的に行った。支援策については、街なか
居住の動機を促すものとして必要ではあるが、より有効なものとなるよう検討を行っていきたい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

現本庁舎・第二庁舎跡地活用検討において見込む平成３０年度での“基本構想”策定完了率

現本庁舎・第二庁舎跡地活用検討において見込む平成３１年度での“基本計画”策定完了率

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
現本庁舎・第二庁舎跡地活用基本計画策定進捗率

％
目標 0

3

　

　
目標 0

0 0 0

100 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

現本庁舎・第二庁舎跡地活用基本構想策定進捗率

％
目標 0 0 100 0 0

実績 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.02 0.04 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 144 293 0 0 0

0 0

一般財源 0 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 0 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 144 293 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①庁内調整会議の開催 ①庁内調整会議の開催 ①庁内調整会議の開催 
②外部検討委員会の開 
催

①庁内調整会議の開催 
②外部検討委員会の開 
催

　

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①庁内調整会議の開催 
（第４回：１２月開催 
）

①庁内調整会議の開催 
（第５回：７月、第６ 
回：３月開催）

　 　 　

対象
（何を、誰を）

現本庁舎及び第二庁舎跡地

意図
（どのような状態
にするために）

市役所本庁舎移転後の現本庁舎、第二庁舎跡地の有効活用を行う。

手段
（どうするのか）

有識者等で構成する検討委員会の設置や市民との意見交換会の開催などを通じ、活用に係る課題等を整理すると 
ともに市民の意見を十分に聞き取り、全市的、将来的な観点で最も有効な活用策を検討する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 現本庁舎・第二庁舎跡地活用検討事業費 予算事業コード 01-02-01-07-56-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

中心市街地の居住人口（社会増減数） 0人 0人

中心市街地新規開業数 0店舗 100店舗

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3203 中心市街地の活性化

事業分類区分 建設、整備

中心市街地における歩行者・自転車通行量（平日） 17,600人 18,400人 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 022400 重点施策 該当なし

事務事業名 現本庁舎・第二庁舎跡地活用検討事業 所属名 都市整備部　中心市街地整備課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成27年度　～　全期

政策 02 交流の拠点となるまちづくり



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

跡地活用の検討については、平成27年度に庁内調整会議を設置し内部での検討を継続的に行っている。また外部検討委員会の設置等につい
て、内部検討を踏まえたうえで適切な時期に実施することにしている。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

2
現本庁舎・第二庁舎跡地活用基本計画策定進捗率

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】中心市街地整備課 0857-20-3276 
 
【第10次総の施策体系】3203 
 
【予算上の経過】 
　なし 
 
【事業の概要】 
　市役所本庁舎の新築移転後の現本庁舎等跡地について、市民意見等を踏まえ有効活用方 
策を検討する。 
　 
【事業の成果】 
　平成２９年度は、現本庁舎及び第二庁舎跡地活用に関する庁内調整会議を２回開催し、 
活用に関する課題等について整理を行った。 
 
【今後の課題・方向性】 
　上位計画や市民意見、公共施設の有り方等本市が抱える課題を踏まえ、有効な活用方策 
を検討する必要がある。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
現本庁舎・第二庁舎跡地活用基本構想策定進捗率



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

中心市街地主要１０地点の（平日）歩行者・自転車通行量。基準値は平成２６年度実績。

中心市街地主要１０地点の（休日）歩行者・自転車通行量。基準値は平成２６年度実績。

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 022500 重点施策 まちづくり

事務事業名 中心市街地活性化助成事業 所属名 都市整備部　中心市街地整備課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成19年度　～　全期

政策 02 交流の拠点となるまちづくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3203 中心市街地の活性化

事業分類区分 ソフト(任意)

中心市街地における歩行者・自転車通行量（平日） 17,600人 18,400人 運営方法 補助金交付

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

中心市街地の居住人口（社会増減数） 0人 0人

中心市街地新規開業数 0店舗 100店舗

対象
（何を、誰を）

中心市街地で開催されるイベント

意図
（どのような状態
にするために）

集客を増やし、活力や賑わいの回復による中心市街地の再生を図る。

手段
（どうするのか）

中心市街地内で公募提案型集客イベント等を実施する者に対して補助金を交付する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 中心市街地活性化助成事業費 予算事業コード 01-06-01-02-26-02

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①公募提案型イベント 
開催補助

①公募提案型イベント 
開催補助

①公募提案型イベント 
開催補助

①公募提案型イベント 
開催補助

①公募提案型イベント 
開催補助

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①公募提案型イベント 
開催補助（１６件）

①公募提案型イベント 
開催補助（１３件）

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 5,259 5,072 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 5,981 5,804 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 722 732 0 0 0

0 0

一般財源 5,259 5,072 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

【KPI】中心市街地における歩行者・自転車通行量
（平日） 人

目標 17600 17800 18000 18200 18400

実績 14498 18547 0 0 0

18200 18400

実績 10637 16432 0 0 0

（指標の説明）
【KPI】中心市街地における歩行者・自転車通行量
（休日） 人

目標 17600

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

17800 18000

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】中心市街地整備課 0857-20-3278 
 
【１０次総の施策体系】3203 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１９０（都０２１） 
 
【事業の概要】 
　中心市街地区域内における民間イベント等の開催を支援することにより、中心市街地へ 
の集客による賑わい創出、中心市街地に対する関心喚起、中心市街地活性化に取り組む人 
材の育成を目指す。 
 
【事業の成果】 
　年間を通じて来街者の呼び込みにつながっているほか、さまざまな媒体を通じてイベン 
ト情報が発信されることにより、中心市街地への関心喚起が図られている。 
　　　　　　　　　 補助件数　　　参加者数　　　　新規主催者数 
　平成２７年度　　　１５件　　２０，５９６人　　　　１１件 
　平成２８年度　　　１６件　　２９，３２１人　　　　　５件 
　平成２９年度　　　１３件　　３０，１０２人　　　　　４件 
 
【今後の課題・方向性】 
　公募提案型イベントへ補助することで、まちづくりを担う人材育成や交流の拡充につな 
がっている。新規性や発展性のあるイベントへの支援とともに、自立促進につながる取り 
組みも併せて実施する必要がある。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
【KPI】中心市街地における歩行者・自転車通行量（平日）

82% 104%

3
　

2
【KPI】中心市街地における歩行者・自転車通行量（休日）

60% 92%

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

イベント件数は昨年度より減少したものの、花と木のまつりなど既存大型イベントと同時開催することで集客数は若干増加した。普段中心
市街地を訪れない方への関心喚起につながっていると思われるが、今後も新規性があり、賑わい創出につながる発展性のあるものについて
支援を行っていきたい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

「鳥取市中心市街地活性化基本計画」に定める中心市街地の区域の居住人口(社会増減数平均をプラスとする)

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 022600 重点施策 該当なし

事務事業名 暮らし・にぎわい再生事業 所属名 都市整備部　中心市街地整備課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成27年度　～　平成29年度

政策 02 交流の拠点となるまちづくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3203 中心市街地の活性化

事業分類区分 建設、整備

中心市街地における歩行者・自転車通行量（平日） 17,600人 18,400人 運営方法 補助金交付

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

中心市街地の居住人口（社会増減数） 0人 0人

中心市街地新規開業数 0店舗 100店舗

対象
（何を、誰を）

事業者（鳥取赤十字病院）

意図
（どのような状態
にするために）

中心市街地の居住者を含めた市民が暮らしやすい、安全安心な環境づくりを推進するとともに、中心市街地の居 
住促進を図る。

手段
（どうするのか）

建替え整備に対して支援を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 暮らし・にぎわい再生事業費 予算事業コード 01-06-01-02-26-17

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①建築物除却費に対す 
る支援

①新築費に対する支援 ≪平成29年度で事業完 
了≫

≪平成29年度で事業完 
了≫

≪平成29年度で事業完 
了≫

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①建築物除却費に対す 
る支援

①新築費に対する支援 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 63,930 54,799 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 64,652 55,531 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 25,753 27,399 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 722 732 0 0 0

0 0

一般財源 38,177 27,400 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

【KPI】中心市街地居住人口(社会増減数)

人
目標 1 1 1 1 1

実績 60 38 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

■ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

■ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 ■ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】中心市街地整備課 0857-20-3278 
 
【１０次総の施策体系】3203 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１９１（都０２３） 
 
【事業の概要】 
　県東部の中核病院である鳥取赤十字病院は、中心市街地に立地し、総合的な医療サービ 
スを提供することで、長年にわたり地域での安全安心な生活の確保に寄与している。 
　当該病院では、施設の狭隘・老朽化により建て替え計画が策定され、救急告示病院、地 
域医療支援病院、地域災害拠点病院として地域医療に貢献するものとして、平成24年11月 
28日に本市に対して財政支援の要望書が提出された。 
　中心市街地の居住者を含めた市民が暮らしやすい、安全安心な生活環境づくりを推進す 
るとともに、中心市街地の居住促進を図るため、当該病院の建て替え事業に対し支援を行 
う。 
 
【事業の成果】 
　平成２９年度は、新棟新築費の一部に対して支援を行った。 
　平成２７年度　２６，２００千円（建物除却費） 
　平成２８年度　６３，９３０千円（建物除却費） 
　平成２９年度　５４，７９９千円（新棟新築費） 
 
【今後の課題・方向性】 
　平成27年度から平成29年度まで建物除却費及び新棟新築費に対し支援を行い、平成30年 
5月に新本館がグランドオープンした。今後も中心市街地の安全安心な生活環境づくりに 
取り組んでいく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
【KPI】中心市街地居住人口(社会増減数)

6000% 3800%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

平成27年度と平成28年度は建物除却費、平成29年度は新築費に対して支援を行った。市民が暮らしやすい、安全安心な生活環境づくりを推
進し居住促進を図る事業であり、当該病院は中心市街地の中核として期待される。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

基準値は平成２６年度実績。

中心市街地の３０地点の休日１日（10～19時）あたりの歩行者通行量の合計。基準値は平成２６年度実績。

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 022700 重点施策 まちづくり

事務事業名 鳥取駅前太平線再生プロジェクト事業 所属名 都市整備部　中心市街地整備課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成23年度　～　全期

政策 02 交流の拠点となるまちづくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3203 中心市街地の活性化

事業分類区分 ソフト(任意)

中心市街地における歩行者・自転車通行量（平日） 17,600人 18,400人 運営方法 外部委託

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

中心市街地の居住人口（社会増減数） 0人 0人

中心市街地新規開業数 0店舗 100店舗

対象
（何を、誰を）

鳥取駅前太平線沿道の商店街等

意図
（どのような状態
にするために）

市道駅前太平線を官民共同により人が集まる魅力的な空間に変え、中心市街地再生のシンボルスクエアとする。

手段
（どうするのか）

太平線で開催するイベントを支援することにより、太平線への来街者呼び込み、駅周辺の活性化を図る。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 鳥取駅前太平線再生プロジェクト事業費 予算事業コード 01-07-05-01-31-01

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①駅前太平線バード・ 
ハット活用イベントへ 
の経費補助 
②駅前太平線バード・ 
ハットを活用した賑わ 
い創出に関する業務委 
託

①駅前太平線バード・ 
ハット活用イベントへ 
の経費補助 
②駅前太平線バード・ 
ハットを活用した賑わ 
い創出に関する業務委 
託

①駅前太平線バード・ 
ハット活用イベントへ 
の経費補助 
②駅前太平線バード・ 
ハットを活用した賑わ 
い創出に関する業務委 
託

①駅前太平線バード・ 
ハット活用イベントへ 
の経費補助 
②駅前太平線バード・ 
ハットを活用した賑わ 
い創出に関する業務委 
託

①駅前太平線バード・ 
ハット活用イベントへ 
の経費補助 
②駅前太平線バード・ 
ハットを活用した賑わ 
い創出に関する業務委 
託

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①駅前太平線バード・ 
ハット活用イベントへ 
の経費補助 
②駅前太平線バード・ 
ハットを活用した賑わ 
い創出に関する業務委 
託

①駅前太平線バード・ 
ハット活用イベントへ 
の経費補助 
②駅前太平線バード・ 
ハットを活用した賑わ 
い創出に関する業務委 
託

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 9,181 9,181 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 9,903 9,913 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 722 732 0 0 0

0 0

一般財源 9,181 9,181 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

【KPI】中心市街地における歩行者・自転車の通行量
（平日） 人

目標 17600 17800 18000 18200 18400

実績 14498 18547 0 0 0

18200 18400

実績 10637 16432 0 0 0

（指標の説明）
【KPI】中心市街地における歩行者・自転車の通行料
（休日） 人

目標 17600

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

17800 18000

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】中心市街地整備課 0857-20-3278 
 
【１０次総の施策体系】3203 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１９１（都０２４） 
 
【事業の概要】 
　鳥取駅前太平線における賑わい創出に係る業務を商店街振興組合に委託するとともに、 
イベント開催に対し支援を行うことにより、来街者の呼び込みによる賑わい創出を図り、 
鳥取駅周辺の再生につなげる。 
 
【事業の成果】 
　駅前商店街や各種団体等が主体となり、集客力の向上に資するイベントを実施すること 
で、来街者の呼び込みによる賑わい創出を図った。 
　歩行者通行量は、バード・ハット整備以前より増加傾向にあり、プロジェクトの効果が 
出てきている。 
　　　　　　　　イベント件数　　 来街者数 
　平成２７年度　 　２６件　 　４５，８５０人 
　平成２８年度　 　２８件　 　６２，６２１人 
　平成２９年度　 　２６件　 　３７，２８３人 
 
【今後の課題・方向性】 
　イベントにより集客した来街者の街なか回遊の喚起と、定期型イベント等での活用によ 
る集客・来街頻度の向上を目指す。また、商店街の振興や日常的な賑わい創出につながる 
活用に継続的に取り組んでいく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
【KPI】中心市街地における歩行者・自転車の通行量（平日）

82% 104%

3
　

2
【KPI】中心市街地における歩行者・自転車の通行料（休日）

60% 92%

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

平成29年度は例年と比較してイベント数はあまり変わらないものの、大型集客イベントの減少により、来街者数は約37,000人と減少した。
しかし、賑わい創出が徐々に定着してきており、今後も商店街や他のプロジェクト等駅周辺との連携を強化し、様々なアイデアを出し合う
中、商店街の振興や日常的な賑わい創出につながる活用に継続的に取り組んでいきたい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

基準値は平成27年度実績。利活用件数について5か年累計15件以上。

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 022800 重点施策 まちづくり

事務事業名 遊休不動産利活用推進事業 所属名 都市整備部　中心市街地整備課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成26年度　～　全期

政策 02 交流の拠点となるまちづくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3203 中心市街地の活性化

事業分類区分 ソフト(任意)

中心市街地における歩行者・自転車通行量（平日） 17,600人 18,400人 運営方法 直営

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

中心市街地の居住人口（社会増減数） 0人 0人

中心市街地新規開業数 0店舗 100店舗

対象
（何を、誰を）

一般市民を対象

意図
（どのような状態
にするために）

中心市街地活性化のために、空き家・空き店舗など遊休不動産の利活用を通じて、市の課題を官民協働で解決し 
ながらまちの魅力を高める。

手段
（どうするのか）

中心市街地に存在する遊休不動産とそれを利活用する事業者の掘り起こし、民間まちづくり会社や地域住民と連 
携したマッチング等を行い、エリアに適する事業を成立・持続させる。また、一定のエリアで集中した事業化を 
行うことでエリア周辺の通行量、所得、居住人口、景観を改善し、エリア価値（魅力）の向上につなげる。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 遊休不動産利活用推進事業費 予算事業コード 01-02-01-07-52-01

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①リノベーションまち 
づくり構想の策定 
②講演会、リノベーシ 
ョンスクールの開催

①講演会、リノベーシ 
ョンスクールの開催 
②リノベーションまち 
づくり会議の開催 
③地域住民との連携体 
制の構築 
④リノベーションまち 
づくりに関する融資制 
度の検討

①リノベーションまち 
づくり会議の開催 
②民間まちづくり会社 
等の育成、伴走支援 
③エリアマネジメント 
に関する調査検討 
④地域住民と連携した 
遊休不動産の掘り起こ 
し、活用方策検討 

①リノベーションまち 
づくり会議の開催 
②民間まちづくり会社 
等の育成、伴走支援 
③エリアマネジメント 
に対するサポート 
④地域住民と連携した 
遊休不動産の掘り起こ 
し、活用方策検討

①リノベーションまち 
づくり会議の開催 
②民間まちづくり会社 
等の育成、伴走支援 
③エリアマネジメント 
に対するサポート

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①リノベーションまち 
づくり構想を策定 
②講演会、リノベーシ 
ョンスクールの開催

①講演会、リノベーシ 
ョンスクールの開催 
②地域住民との連携体 
制の構築 
③リノベーションまち 
づくりに関する融資制 
度の検討

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 0 8,179 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 5,775 14,034 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 3,894 0 0

その他 0 390 0

人件費　Ｂ 5,775 5,855 0 0 0

0 0

一般財源 0 3,895 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.80 0.80 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

【KPI】遊休不動産の利活用件数（累計）

件
目標 3 6 9 12 15

実績 2 4 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

■ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】中心市街地整備課 0857-20-3276 
 
【１０次総の施策体系】3203 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１８９（都０１９） 
 
【事業の概要】 
　中心市街地の遊休不動産（空き家、空き店舗など）をリノベーション手法により再生し 
、活用することで、産業と雇用を生み出し、まち（エリア）の魅力を高める「リノベーシ 
ョンまちづくり」を進めている。 
　リノベーションスクールの開催等により、遊休不動産を活用したまちづくりに取り組む 
「担い手」や「民間まちづくり会社」の育成、「不動産所有者」への啓発に取り組むとと 
もに、平成２９年３月に策定した「鳥取市リノベーションまちづくり構想」に基づき、官 
民が一体となった取り組みを推進する。 
 
【事業の成果】 
　・講演会（10/12,12/5,3/8　参加人数約２００人) 
　・第４回リノベーションスクール＠鳥取（1/26～28　参加人数延べ約６５０人) 
　・平成29年度事業化数　２件 
 
【今後の課題・方向性】 
　「鳥取市リノベーションまちづくり構想」に基づき、民間との意見交換や連絡調整の場 
となる「リノベーションまちづくり会議」の開催や民間が活動しやすい環境づくりに取り 
組む。また、一定のエリアにおける集中的な取り組みによるエリアの魅力向上により、そ 
の効果を中心市街地全体に波及させる。 
 
　※その他財源の諸収入は、リノベーションスクール受講料。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
【KPI】遊休不動産の利活用件数（累計）

67% 67%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
評価指標は下回ったが、本事業の実事業化は民間主導かつ主に民間調達
の資金にて成立・持続させるものであり、その上で２件の実事業化がなされ
た。６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より

「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

平成29年3月に「鳥取市リノベーションまちづくり構想」を策定し、その取り組みを開始した。平成29年度は、リノベーションスクールの
開催等による民間のまちづくりの担い手育成や事業化の促進に取り組んだ。事業化は２件にとどまったものの、活用相談は増加している。
今後、新たに設置するリノベーションまちづくり会議を通して、民間主導によるまちづくりを推進して行く。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）


